
消化器内科 肝臓内科 

三田 英治 

 消化器科は、① 肝炎・肝癌診療、② 内視鏡治療、③ 消化器癌に対する化学療法を診療の 3つ

の柱にしています。論文や学会発表も、この 3つの柱を中心に活動しています。 

 まず C型肝炎および B型肝炎に対する抗ウイルス療法ですが、その診療患者数が日本でも常に

トップクラスにランクされ、国内のみならず海外の学会・学術誌に情報発信してまいりました。本

年度も C型肝炎に対するペグインターフェロン・リバビリン併用療法の有効性、そして難治例に対

する治療の工夫を報告しました。特に IL-28Bの SNPによる難治要因についてレトロスペクティブ

な検討を行い、リスクアリルを有する症例は次世代のプロテアーゼ阻害剤を待つことが望ましいこ

とを発信しました。当科の B型肝炎に対する抗ウイルス剤（特に核酸アナログ）治療も国内で高い

評価を受けている領域です。核酸アナログ naïve 例に対するエンテカビル単独治療およびラミブジ

ン耐性例に対するアデホビル併用療法では、国立病院機構の治療成績をとりまとめています。 

 内視鏡治療では、早期胃癌に対する粘膜下層剥離術（ESD）に力を入れ、診療レベルの向上をは

かってきました。そして適応拡大病変の検討や安全性の評価を発表しています。特に抗凝固剤、抗

血小板薬が投与されている症例の検討を国内外に発信しています。 

 消化器癌に対する化学療法はいまや最も活発に論文発表や学会発表を行っている領域です。特に

胆道系悪性腫瘍、膵臓癌は増加傾向にあり、今後も先進医療を行っていきます。 

 上記のほかにも、臨床的に稀な症例や貴重な経験症例の報告をしています。特に症例報告は専修

医・研修医の初めての学会発表の場として、消化器科をあげて指導に力を入れています。今後も、

診療・教育とともに臨床研究の成果を国内外に発信していきたいと思います。 
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